
 

末崎の風土散策 （５５）

～愛唱歌「末崎の四季」「末崎めぐり」について～

その３
「末崎めぐり」

作詞 岩崎浅之助

作曲 大木初太郎

１．わが住む里は通岡と 互いにはなすもにわかはる

清き流れの船河原 固き石浜切り通し

２．仰ぐ箱根の峰岸を まわりて行けば細浦の

港の中の船頭は 汽笛と合わし賬賬し

３．森を越ゆれば小細浦 前湾後湾その合いに

老杉高く繋れるは 村の鎮守の熊野宮

４．小山に続く平をば 小田や大田にうち開き

かけ引く小河原水かれず 実りも梅神ありと聞く

５．賑おう門之浜の里 中井門もたゆみなく

家内睦みて全権の 美風は残れり山根まで

６．手弱き乙女耕すも 三十刈はいと易し

豆ヶ沢での作物は 碁石の如く実りあり

７．一夜もここに泊りいて 西舘熊野経塚の

昔語りを老人に 旅の土産にたずねみん

この歌も「末崎の四季」が作られた大正 11 年頃の作と推測さ
れる。歌詞の中に町内 16地域の名が盛りこまれているが、内田、
神坂の 2 地域は無い。これは昭和 21 年に峰岸から内田、中野か
ら神坂と、それぞれ分離新設された以前に作られたからである。

昭和 49 年に刊行された「末崎小学校百年のあゆみ」に大木先生
の生徒であった古沢一元校長先生や、平の新沼美代さんが、当

時の想い出を掲載している。大木先生は校長代理を務め、県下

でも音楽の先生として有

名であった。これまでの

唱歌指導は先生の口真似

で教えられた口授法であ

った。大木先生は唱歌の

教科書をもたせ、壁には

音階図、口形図を貼り、

立派なストット付オルガ

ンで音楽を教えた。（聖）
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デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassaki/

第２６６号

平成２９年１月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


